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キーストーンプロジェクト観測点におけるＶＬＢＩ・ＳＬＲ・ＧＰＳ測定結果の

比較

Comparison of results from VLBI, SLR, and GPS measurements at Key Stone Project

observation sites
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通信総合研究所では、小金井（東京）・鹿嶋（茨城）・三浦（神奈川）・館山（千葉）の４ヶ所にＶＬＢＩ・
ＳＬＲ・ＧＰＳの３つの宇宙測地技術の観測装置を設置して、高い頻度での観測を行っている。それぞれの観測
技術の位置基準点の間のベクトルは、地上測量を行って高精度に測定されているので、そのベクトルを用いて異
なる技術によって得られた位置を比較した。その結果、それぞれの位置は約３ｃｍ以内で一致したが、ＶＬＢＩ
とＧＰＳの結果には各局に共通な系統的な差が見られた。また、ＶＬＢＩとＧＰＳによる各観測地点の速度につ
いても比較を行ったところ、やはり系統的な差が見られ、基準座標系における不整合が示唆される。

通信総合研究所では、キーストーンプロジェクトのもとで小金井（東京）・鹿嶋（茨城）・三浦（神奈川）・
館山（千葉）の４ヶ所にＶＬＢＩ・ＳＬＲ・ＧＰＳの３つの宇宙測地技術の観測装置を設置して、それぞれ高い
頻度での観測を行っている。このように、３つの代表的な宇宙測地技術の観測装置がコロケーションされている
ことはキーストーンプロジェクトの大きな特徴であり、それぞれの結果を比較することは各々の測位誤差の原因
を理解したり座標系の整合性を得る上で意義が大きい。

ＶＬＢＩの４局での観測は１９９６年９月から開始し、１９９７年９月末からは２４時間の観測を１日おきに
実施している。また、ＳＬＲの観測施設でも１９９８年１０月から、ＧＰＳは１９９７年７月から定常的に観測
を開始した。それぞれの観測技術の位置基準点の間のベクトルは、地上測量を実施して高精度に測定されている
ので、そのベクトルを用いて異なる技術によって得られた位置を比較した。そのためには、まず、それぞれの観
測技術の基準点の位置を共通した測地座標系の上で記述する必要がある。このため、ＩＴＲＦ９６座標系で高精
度に位置の定義された観測点の位置を基準として使用し、キーストーンプロジェクトの観測点位置を推定した。
ＳＬＲとＧＰＳの場合、ＩＴＲＦ９６で位置の定義されている観測局の観測データを含めて観測データを解析す
ることで可能である。ＶＬＢＩについては、鹿島宇宙通信センターの３４ｍアンテナ局とキーストーンプロジェ
クトの観測局とによる合同観測を７回実施することで、各局の局位置をＩＴＲＦ９６座標系に結合した。その結
果、それぞれの位置は約３ｃｍ以内で一致した一方で、ＶＬＢＩとＧＰＳの結果には各局に共通な系統的な差が
見られた。また、ＶＬＢＩとＧＰＳによる各観測地点の速度についても比較を行ったところ、やはり系統的な差
が見られた。これらの結果は、基準座標系における不整合の可能性を示唆するものであり、引き続いて詳細に検
討することが必要である。


